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記
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特
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労
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計
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・
・
・
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・
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統
計
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に
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領
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・
・
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コ
ラ
ド
・
ヂ
ニ

保
護
関
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の
合
理
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・
・
・
・
・
・
・
・
法
撃
博
士
榊
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正
雄

南
満
洲
に
於
け
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税
制
度
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-
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経
濁
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汐
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税
滞
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の
統
計
的
観
察
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・
・
経
済
事
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中
川
輿
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助

附
械
に
よ
め
宅
別
出
血
車
幅
四
晴
晴
晴
山
小
又
同
十
博
士
尚
凹
川
川
崎

一
一
日
比
農
村
人
口
及
農
村
状
態
論
一
推
算
・
絡
事
博
士
本
庄
柴
治
郎

岡
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
語
、
謬
・
経
務
事
士
岡
崎
丈
規

正
米
相
場
k

期
米
相
場
と
の
相
関
々
係
経
湾
皐
土
谷
口
吉
彦

米
穀
の
需
要
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
何
松
山
吉
争
士
人
木
芳
之
助

統
計
皐
の
課
題
託
景
気
盛
動
の
研
究
経
済
問
+
士
時
川
虎
コ
一

フ
ラ
ン
ス
長
け
る
景
気
愛
動
浦
市
測
論
・
・
経
済
問
宇
士
松
岡
孝
児

金
融
統
計
特
に
通
貨
統
計
に
就
い
て
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経
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統
計
の
方
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い
て
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・
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晴
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統
計
及
統
計
事
・
・
・
・
・
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済
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博
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島
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太
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統
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・
・
・
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法
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博
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財
部
静
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嗣
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一
向
日
開
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記
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演
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統
計
園
書
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覧
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フ
ラ

y
z
に
於
け
る
最
布
地
受
動
操
測
論

第
三
十
二
巻

一
九
四

第
一
誠

一
九
四

7
4ブ
ン

ス
に
於
げ
る
景
気
掛
変
動
珠
測
論

松

孝

一見

|司

一
、
序

言

塵
史
が
経
済
現
象
の
説
明
じ
於
て
、
所
謂
好
景
気
、
恐
慌
、
不
法
葉
、
就
中
恐
慌
の
事
買
を
あ
げ
て
ゐ
る
こ
さ
は
、

批
代
的
縦
隣
組
織
の
成
立
以
前
に
瑚
ふ
炉
、
併
し
こ
の
"
さ
は
、
此
等
の
相
川
県
れ
る
組
滑
現
換
が
、
一
の
長
期
崎

費
展
傾
向
の
上
に
立
つ
蓮
績
的
リ
ノ
ズ
ム
の
委
に
於
て
、
考
察
せ
ら
れ
、
批
判
さ
れ
る
仁
至
っ
た
さ
い
ふ
こ
ご
、
は
、

別
問
題
で
あ
る
。

か
く
の
加
き
見
方
の
成
立
は
、
全
く
近
代
的
経
済
組
織
成
立
後
に
起
れ
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
、
此
の

時
代
に
於
て
始
め
て
、
恐
怖
も
経
済
現
象
の
設
展
過
程
じ
於
け
る
一
の
ー
ー
し
か
し
な
が
ら
重
要
の
|
|
現
象
さ

し
て
経
済
皐
読
史
家
の
問
題
ど
な
っ
た
の
で
あ
か
。
寒
に
此
の
近
代
的
経
済
組
識
の
成
立
後
に
於
て
始
め
て
恐
慌

は
、
一
の
貫
話
で
も
な
く
、
ま
た
車
な
る
偶
然
的
関
係
に
於
て
生
や
る
現
象
で
も
な
く
、
ぞ
は
主
ざ
し
て
、
生
産

的
議
展
に
基
く
辿
期
的
経
済
循
環
に
伴
っ
て
起
り
来
る
経
過
的
経
済
現
象
の
一
で
あ
る
さ
解
せ
ら
れ
る
仁
至
っ

た
凡
り
で
あ
り
、
か
く
て
ま
わ
ん
恐
慌
な
る
現
象
は
、
建
に
は
、
噌
}
の
経
済
循
環
中
に
於
げ
る
一
現
象
、
即
ち
循
環
の

原
動
ぜ
し
て
採
用
せ
ら
れ
た
一
定
時
賠
じ
於
げ
る
航
態
さ
同
一
般
態
に
復
踊
す
る
ま
で
の
聞
に
、
一
の
経
済
組
織

が
時
間
的
経
過
に
伴
っ
て
麗
勤
し
、
し
か
も
一
定
の
平
均
に
劃
し
て
種
々
の
値
を
以
て
示
し
得
る
諸
2
の
現
象
の

紳戸1事士、 経湾事要義一三:頁一二O頁、 三八頁一四六頁、 Truchy， Cou四
d'economie ~olitique， Paris， 1923， Tome 1， pp刷 484-..48.，;Aftalion， Les crises 
periodiques de surproduction， .P::tris. 1913・pl丘face
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連
結
仁
一
於
げ
る
一
の
存
在
で
ゐ
る
さ
ま
で
論
や
ら
れ
る
に
至
り
、
恐
慌
は
恐
慌
現
象
そ
れ
自
檀
じ
於
て
問
題
さ
さ

れ
る
よ
b
も
、
経
掛
的
後
展
の
一
般
的
地
期
性
に
於
け
る
一
聯
錨
ざ
し
て
解
せ
ら
れ
、
ま
た
此
の
意
味
に
於
て
最

も
本
質
的
に
、
経
糖
現
象
ざ
し
て
の
恐
慌
の
存
在
が
主
張
せ
ら
れ
、
そ
の
内
容
が
把
握
さ
れ
る
注
す
る
に
至
つ
わ
ん

も
の
で
あ
る
。
蓋
し
吾
々
の
経
済
生
活
に
閲
す
る
閲
心
は
、
時
聞
の
経
過
ご
共
仁
、
人
口
の
増
加
、
費
本
の
晴
加
、

生
産
方
法
の
改
善
、
産
業
的
経
管
形
式
の
盤
化
、
市
農
者
の
増
加
を
件
ふ
動
態
的
世
舎
の
麓
化
を
ば
、
盤
化
ざ

し
て
問
題
ざ
す
る
仁
王
り
、
こ
の
こ
ご
は
消
極
的
に
従
来
の
静
態
的
見
方
へ
の
修
正
を
求
め
る
三
共
に
、
更
に
積

極
的
に
経
済
現
象
を
は
個
別
現
象
ご
し
て
思
念
せ
や
、
唯
之
を
聾
勤
す
る
愛
煙
的
な
も
の
し
ν

中
じ
合
ま
れ
る
ご
』

ろ
の
も
の
、
的
一
組
鰹
ご
し
て
生
成
楼
展
し
て
ゆ
く
金
隈
的
な
る
も
の
仁
封
す
る
一
の
構
成
部
分
J

に
し
て
の
み
考

ふ
る
仁
歪
つ
わ
い
か
ら
で
あ
る
。

尤
も
か
く
の
如
き
見
方
に
劃
し
て
、
経
梼
現
象
の
麗
動
を
同
質
的
麗
動
さ
の
み
見
令
、
従
っ
て
恐
慌
を
ば
異
質

な
る
も
の
へ
の
突
盤
的
援
動
さ
見
る
見
方
も
あ
る
が
、
今
は
此
方
面
へ
は
立
入
ら
な
い
。

二
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
量
軍
型
動
操
測
詣
概
観

以
上
過
ぺ
た
る
が
如
き
意
味
に
於
て
、
最
も
早
く
恐
慌
従
つ
て
は
ま
た
景
気
襲
動
の
意
義
を
明
に
し
た
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
ク
V

?

シ
・
ジ
ユ
グ
ラ

l
y司
令

-
3
2
こ
zmF-)

で
あ
り
、
彼
以
後
景
気
一
獲
動
の
聾
測
は
佐
一
昨
除
骨

際
的
ご
な
っ
た
さ
云
は
れ
て
ゐ
る
。

ジ
ユ
グ
-
フ

I
Y
に
よ
れ
ば
、
恐
慌
を
以
て
物
債
騰
貴
の
停
止
(
〉
『
『
企
斥

F
一E
医
師
昨
今
∞
℃
『
只
)
で
あ
る
注
し
、

一
九
五

フ
ラ
シ

Z

に
於
け
る
景
占
拠
出
世
動
猿
測
論

第
三
十
二
巻

ブL
五

第
一
披

高田博士、景気費量世論四0ー頁及経済撃肝究五頁
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フ
ラ

y
z
に
於
げ
る
景
気
鑓
勤
諜
測
論

一
九
六

一
九
六

景
気
盛
勤
を
以
て
好
景
気
の
時
期
(
司
主
主
巾
号
℃
『
2
1ユ
忽
)
、
恐
慌
の
時
期
(
吋
主
。
己
内
庁
三
月
)
、
及
び
清
算
の

時
期
(
京
『
一
。
色
白
色
。

-
2
2
一E
Z
0
2
)

の
三
部
よ
り
成
立
す
る
さ
し
、
此
等
三
時
期
の
特
性
を
衣
の
如
く
遁
ぺ
て
ゐ
る
。

郎
ち
「
好
景
気
の
時
期
に
は
生
産
の
増
大
、
失
業
の
最
少
限
度
へ
の
減
少
が
存
し
、
恐
慌
の
時
期
に
は
物
債
騰
貴

の
停
止
が
起
り
新
企
業
は
起
ら
な
い
。
:
:
:
最
後
に
清
算
の
時
期
に
は
物
憤
下
落
の
絡
与
を
合
み
、
殊
に
其
の
最

初
仁
は
恐
慌
、
失
業
、
破
産
等
が
起
る
)
J
Y

」。

か
く
の
如
、
支
・
景
気
持
理
動
現
象
の
分
類
特
性
は
、
費
際
に
本
づ
き
全
瞳
性
よ
り
見
て
通
嘗
に
之
を
分
類
し
た
さ
い

ふ
じ
存
す
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
館
一
に
も
事
慣
に
事
づ
か
な
い
抽
象
的
標
準
じ
よ
る
分
矧
ご
恒
別
ぜ
ら
れ
、
部
亡

に、

K
さ
ひ
事
貫
じ
よ
る
に
し
て
も
・
循
環
を
以
て
歴
史
上
に
於
げ
る
大
恐
慌
を
合
み
且
つ
物
償
騰
貴
の
停
止
よ

り
も
克
仁
激
烈
な
経
済
現
象
を
件
ふ
も
の
で
あ
る
さ
い
ふ
考
に
よ
る
分
類
さ
也
匝
別
き
れ
る
ち
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
景
気
難
動
の
見
方
は
ま
た
之
じ
臆
や
る
諜
測
方
法
を
一
市
し
た
F

』
さ
は
勿
論
で
あ
る
が
、
購
っ
て
之

に
至
る
に
先
立
ち
如
何
な
る
諌
測
方
法
が
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
行
は
れ
た
か
。
此
勤
に
開
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る

事
情
は
、
遠
く
十
七
世
紀
の
初
期
に
迄
遡
る
。
以
下
営
時
よ
り
最
近
ま
で
如
何
な
る
観
測
が
行
は
れ
た
か
を
一
瞥

第
三
十
二
巻

第
一
娩

す
る
u

フ
ァ
ン
ス
に
於
げ
る
事
情
を
見
る
芝
、
ま
づ
十
七
世
紀
初
期
の
統
計
串
者
ダ
グ
ィ
ア
ィ
(
円
〉
ユ
ユ
、
及
び
所
謂

政
治
算
術
畢
誠
仁
麗
す
る
グ
オ
バ
シ
(
〈
E
Eロ
)
、
グ
-
プ
ム
ぺ

l
Y
2
.
k
m
B耳
ユ
)
、
グ
オ
w
y
-
プ
I
M
F
(
J
1
0
]
E
E
)、

及
政
府
の
た
め
に
各
種
の
極
構
統
計
を
利
用
し
た
、
不
エ
ヶ

I
M
F
(
Z
2
Z『
)
の
調
査
、
又
共
和
暦
九
年
牧
月
九
日

の
一
調
査
、
一
入
三
一
二
年
創
立
せ
る
中
央
統
計
局

(
F
5
2
広
三
日
正
z
m
m
z
b
-丘
町
)
の
調
査
は
、
皆
一
の
静
態
的
調

E
F
h
d
 

Jord叩， Jevonsの知き
Kitchin白如き
Bureau de statistique generaleは 1891年商務省・に於げる OAiced口travailに
盾しでゐたが、 1899年以後段 Directiondn travaIl主たり、更に 1907年後
Ministere du travnil et de la prevoyanceに麗するに?Eった。

、・y
，、，ノ、
.
J

F
コ
五
日
付
d



査
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
あ
る
も
の
は
、
特
種
経
済
事
情
り
報
告
に
過
ぎ
な
か
っ
ゎ
。
唯
一
八
六
五
年
の
ジ
ユ
グ

ラ
1

Y
の
景
気
持
理
勘
諜
測
の
研
究
、
及
び
一
八
八
八
年
ド
ゥ
・
プ
オ
グ
イ

y
z
n
同
点
三
一
一
向
)
の
粧
務
的
世
曾
的
兆
候

じ
よ
る
議
測
の
研
究
が
接
表
さ
れ
て
か
ら
、
景
気
強
測
へ
の
見
方
は
、
漸
く
動
態
的
強
測
の
方
向
ヘ
マ
」
動
い
て
来

た
。
併
し
か
く
の
如
き
研
究
が
組
織
的
に
ふ
川
日
行
は
れ
る
が
如
、
さ
意
味
に
於
て
開
拓
さ
れ
た
の
は
、
買
に
一
九

O

八
年
に
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
恐
慌
委
員
曾
の
成
立
以
後
で
あ
る
。
此
の
委
員
曾
は
四
十
四
人
の
官
庭
、
両
院
議

員
、
銀
行
家
、
)
統
計
撃
者
よ
り
成

h
、
恐
慌
に
闘
す
ゐ
兆
候
一

O
八
桐
に
就
い
て
研
究
し
、
突
の
八
佃
を
認
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
ふ
、
(
一
)
、
失
業
、
(
二
)
、
物
債
麓
動
、
(
一
ニ
コ
銑
館
相
場
、
(
四
三
石
炭
消
費
、
(
五
ヲ
フ
ラ
ン

ス
銀
行
品
川
換
努
同
盟
動
、
(
ム
ハ
}
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
金
準
備
鴎
動
、
(
七
)
、
倒
峰
崎
培
、
(
八
ぺ
外
国
貿
易
機
瑚
r

じ
め

る
。
此
等
入
要
素
の
指
数
は
、
捧
働
省
よ
り
毎
月
畳
表
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
綜
合
的
結
論
の
費
表
に
ま
で
は
至
ち
な

か
っ
た
υ

こ
の
曾
は
後
一
九
一
一
年
に
は
Y
グ
ア
ヅ
ス

1

Y

(
円

2
E山内
50)
じ
よ
り
指
導
せ
ら
れ
、
失
業
委
員
曾

(
h
g
E
Z
Zロ
ι白
山

門

E
E恒
常
と
ご
し
て
艦
寵
さ
れ
た
。
同
年
フ
タ
ン
ス
中
央
統
計
局
総
裁
?

U

F

ク
(
富
山
H

，n
r
)

は

に
景
気
聾
勤
研
究
を
畳
表
し
た
。

バ
リ
統
計
協
曾
雑
誌
Q
O
E『

E
-

ーお
山
口
口
忠
一
門
戸
川
乙
凸
凹
門
由
民
阻
止

A
Z口
牛

m
H
V
Z
2
u
)

戸一向

フ
ラ
ン
ス
中
央
統
計
報
告

(
F
F
E
号
訂
込
書
一
5
5
m
b
=企
・
由
一
向
号
宮
】

Ja--En巾
)
が
公
に
さ

れ
た
が
、
各
種
問
題
に
閲
し
て
多
数
の
統
計
が
後
表
せ
ら
れ
、
業
研
究
方
法
も
科
率
的
で
あ
り
稽
営
で
あ
る
ぜ
云

は
れ
た
。
近
年
此
の
報
告
の
権
威
は
昔
の
如
く
は
認
め
ら
れ
て
な
い
。
然
し
鰹
梼
統
計
中
に
於
け
る
W
ノ
ア

1
y

(
F
E
C
昨
)
の
有
償
費
券
指
数
、
デ
シ
リ
ノ
エ

1
3
2
5
5
)
の
一
般
生
産
指
数
に
関
す
る
報
告
は
著
聞
し
て
ゐ
る
。

更
に
世
界
大
戦
後
に
於
て
、
経
擁
研
究
調
査
舎
(
∞
R
-
b
p
q止
Z
E
E
-号
HOE-EC-阿
佐
c
z
c
E
Z
z
n
)
は
、
景
気

同
年
ま
た
更
に
‘

フ
ラ

Y

ス
に
於
け
る
景
気
回
世
動
設
測
論

第
三
十
二
巻

九
七

第

披

丸
七

Gine邑tet，
-21， 
Juglarに闘しでは前掲書、 deFoville ~亡 n'ifl しては E抽ai de meteolologie eco 
no阻 iqnet!t sociale (J ournal de la societo d.e st:o.tis.tique de Paris， 1888. P. 243 
et suIv) 
Comnli-s~ion chaTge d'etudier les mesur凶a.pγenclre pour attenuer les chomages. 

Les indiccs du lTIOUVement gにneraldes a百air<:s，Pari5， 1925， pp. 17 8) 

9) 

10) 



ヲヲ
y
λ

に
於
け
る
景
気
強
勤
濠
測
論

第
三
十
二
巻

九
八

第
一
披

一
九
八

の
迦
期
的
統
計
研
究
を
費
表
し
た
が
、
一
九
二
三
年
に
は
所
謂
f

ロ
メ
ー
タ
ー
を
作
成
し
て
、
一
九
一
八
年
以

来
の
鰹
梼
放
態
を
遡
及
的
に
研
究
し
た
。
却
も
(
一
)
、
石
東
採
掘
、
士
己
、
石
山
現
轍
入
、
(
三
)
、
石
油
の
轍
入
及

生
産
、
(
四
)
.
錨
鎖
探
掘
、
(
五
)
、
銑
嘩
生
産
、
(
六
)
、
鋼
儲
生
産
.
(
七
」
、
カ
リ
ノ
ヲ
ム
曙
類
生
産
、
燐
酸
盟
及

硝
酸
鞭
轍
入
、
(
八
)
、
原
棉
轍
入
、
(
九
)
、
原
毛
轍
入
、
(
一

O
)
、
綿
織
物
輸
出
、
(
一
一
)
、
毛
織
物
輸
出
、
(
一

二
)
、
絹
織
物
轍
出
、
(
二
二
)
、
麻
製
品
輸
出
、
(
一
四
)
、
自
動
車
輸
出
、
(
一
五

)
J
日
平
均
積
載
車
輔
土
六
)

儲
道
股
入
、
(
一
七
三
船
舶
轍
話
、
(
一
八
三
運
河
、
河
川
轍
設
、
〈
一
九
三
関
税
収
入
、
(
二

0
1月
末
フ
ラ
ン
ス

銀
桁
貸
付
及
割
引
の
一
一
十
系
列
仁
就
き
h

一
九
ご
ニ
年
を
基
準
で
せ
る
指
敷
を
作
成
し
、
士
一
親
指
数
な
以
て
}
比
較

基
準
さ
す
る
も
の
で
あ
る
。
指
数
作
成
「
い
於
て
は
何
等
原
教
に
修
正
を
加
へ
な
い
。
ま
た
重
み
も
附
し
な
い
。

向
ほ
最
近
に
於
て
は
前
越
せ
る
マ

Y
ク
及
巴
里
大
串
統
計
準
曾

(H5巴
宮
内
庁
一
広
島
国
民
門
戸

5
号

-dロ
-
5
2広
号

担
『
一
回
)
が
費
表
す
る
年
四
回
の
景
気
盤
動
指
敷
、
及
勢
働
省
が
費
表
す
る
前
遁
フ
ラ
ン
ス
中
央
統
計
報
告
が
あ

る
。
何
れ
も
一
般
景
気
費
動
研
究
に
頗
る
有
盆
な
る
も
の
で
あ
る
。
尤
ち
此
等
は
大
瞳
に
於
て
後
に
遁
イ
る

A
1

グ
ア

1
y
-
h
v
ス
-
プ
ム
に
開
係
あ
る
も
の
で
あ
る
。

此
の
如
き
状
態
に
迄
進
ん
で
来
た
け
れ
ざ
も
、
プ
ラ

ν
ス
に
於
て
は
、
遼
に
一
般
景
気
盛
勤
理
測
の
有
力
な
瞳

系
は
費
表
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
ぞ
れ
は
一
方
に
於
て
は
プ
ラ
ン
鴻
替
相
場
の
護
勤
の
影
響
が
は
げ
し
ル
っ

た
こ
さ
、
、
も
一
つ
は
景
気
自
瞳
が
長
期
的
選
動
傾
向
の
方
向
曙
換
期
で
あ
る
、
冗
め
で
あ
る
さ
云
は
れ
て
ゐ
る
。

景
気
運
動
の
研
究
が
、
ア
フ
シ
ス
に
於
て
斯
く
の
如
く
低
迷
せ
る
に
際
し
、
米
国
に
殺
て
は
著
し
く
勃
興
し
、

ー
グ
ア

1
ド
大
準
は
一
九
一
七
年

A
1
ヅ
ア

l
v
大
串
鰹
梼
研
究
委
員
命
日

(
Z
R
S『込

就
中
A

d
p
-
2
2
7唱

r邑sultantdes cTIses economiques et p釘iodiqu四.
Lacombe. La prevision en mati釘ede crises economiques. Paris， 1926. p. 128. 
March， Le m01.lVement des prix et l'act.ivite productrice， Paris， :r91I. 
Lacombe， op. cit， p. 130. et suiv. 
Aftalion， Monnaie -et industrie， I'aris， 1929. P. 1:60 
Aftnlion， op. cit. p. '59 
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ho--】
E
一片町内

c
z
F
2
8
5
m
m即
時
三
回
)
伝
組
織
し
、

.ハ

1
ス

Y
ズ

バ
ロ
ッ
ク

(F一一
2
r
)
を
載
、
き
、

( 

w・4
》

m ...， 
'Jo 戸、
》-H 
Z 
、、-'、

(去一円

nr=)
等
を
容
れ
二
九
一
九
年
経
済
統
計
雑
誌
(
月
2
一向者ロ『

F
B
O
E
R

盟
主
主
門
的
)
を
費
刊
す
る
に
及
び
、
全
く
世
界
的
に
支
配
的
地
位
を
占
め
る
に
至
h
、
更
に
葉
影
響
は
各
国
に
於
け

る
事
情
さ
相
侯
っ
て
、
米
国
は
勿
論
、
欧
洲
に
於
て
も
、
英
、
飾
、
濁
、
填
、
伊
、
瑞
典
、
諾
威
、
露
等
に
及
び
、

最
近
十
年
、
景
気
持
盟
動
研
究
の
問
題
は
、
官
'
に
世
界
的
控
自
の
焦
鈷
ざ
な
り
、
我
幽
に
於
て
も
或
は
極
め
て
大
臆

仁
、
或
は
控
目
に
、
其
研
究
が
相
火
い
で
費
表
さ
れ
た
。

此
研
究
調
査
の
中
心
は
所
謂
ピ
ズ
キ
ス
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
作
成
で
あ
る
。
各
国
の
行
へ
る
ざ
こ
ん
を
見
る
ご
、

例
へ
ば
ポ
ク
レ

I
B
0
4
rー
の
指
導
下
に
あ
る
倫
故
例
槽
純
情
研
究
部

q
b
E
O口
μ
一五

C
日
正
仏
m
m
河内

3
0日一円

ヤ
ン
グ

(
J
F
Z
口
問
)
、

ミ
ッ
チ
エ

y

切
町
『
〈
同
町
内
)
の
行
ふ
さ
こ
ろ
の
如
き
も
の
は
多
少
の
特
性
は
あ
る
が
、
然
し
勿
論

A
l
グ
ア

1
r
・
シ
ス
-
プ
ム
さ
示
盾

せ
ざ
る
範
園
の
も
の
で
あ
り
、
其
他
の
闘
に
於
て
は
露
西
亜
を
の
ぞ
く
外
、
殆
叶
ん
ざ

A
1
J
Jノア
l
v
a
-
シ
ラ
プ
ム

に
準
じ
、
ぞ
の
調
査
の
結
果
も
大
韓
同
じ
傾
向
を
示
し

τゐ
る
さ
云
は
れ
て
ゐ
た
U

勿
論
経
済
現
象
の
複
雑
は
、
か
く
の
如
き
議
測
に
劃
し
て
難
貼
を
示
さ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ぞ
し
て
ま
ち
』

の
こ
さ
は
、
世
界
大
戦
後
の
事
情
に
於
て
特
に
甚
し
い
。
例
へ
ぽ
ず
イ
ツ
は
最
近
ニ
ヶ
年
に
於
て
、

A
1
グ
ア

l
r
・

ジ
ス
ア
ム
に
準
じ
た
景
気
麗
動
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
、
其
結
果
思
は
し
か
ら
や
さ
し
て
遼
に
放
棄
せ
ざ
る
そ
得
ゴ

る
に
至
っ
て
居
h
ノ、

A
1
グ
ア

1
ド
自
身
に
於
て
も
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
実
理
測
方
法
に
難
色
を
示
し
て
ゐ
る

さ
云
は
れ
て
ゐ
る
が
却
き
こ
れ
で
あ
る
。

ブ
タ
ン
ス
仁
於

τ、
最
も

A
1
グ
ア

1
v
・
シ
ス
-
ア
ム
に
好
意
合
示

L
党
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
景
阜
地
勢
勤
時
胤
測
論

ア
ア
タ
リ
オ
ン

(
〉
『
円
相
ニ
守
口
)

第
三
十
二
巻

九
大4

第
一
規

一
九
九

今日は HarvardEconomic Socieげとなづてゐる。
汐見博士、統計串四00頁以下景筑豊豊勤続計参照、 Aftalion~ Monnaie et indu 
stne p. 166 et suiv. 
Aftalion， Le proble田cd(~s previsioJls eCQ1lLomiques aux :Etats.{Tnis. (Revue d'eco 
nomie po1it叩 e，1927， No. 3・p.847.) 
Lescure， L'observation et la prevision du mouvem印 td<:s at1aires， 1930. p. 3， 

16) 
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ア

ラ

Y

ス
に
於
け
る
景
翁
費
動
深
測
論

第
三
十
二
審

二
O
O

二。。

第
一
旗

で
あ
ら
う
。
彼
は
屡
々
此
の
方
法
の
卓
越
せ
る
ニ
ぎ
を
説
く
さ
共
に
、
ブ
ラ
シ
ス
が
列
固
に
先
ん
じ
て
逸
早
く
此

方
面
の
研
究
に
着
服
し
な
が
ら
、

A
1
や
米
国
の
そ
う
は
〈
を
嘗
め
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
っ
て
ゐ
る
事
情
を
慨
嘆
し

た
-
。
然
る
に
最
近
レ
ス
キ
ュ
ー

y
(
F
2
2
5
)
は
、
「
景
気
持
型
動
の
観
測
及
珠
此
」
な
る
研
究
を
費
表
し
、
之
に
於

て

A
1
グ
ア

1
ド
-
シ
ス
4

プ
ム
を
批
判
し
、
同
時
に
封
立
的
な
意
見
を
畳
表
し
て
ゐ
る
。
彼
は
恐
慌
を
ば
、
特
ド

諸
産
業
の
蓮
帯
責
任
性
に
於
て
研
究
し
、
其
著
「
生
産
過
剰
に
閲
す
る
一
般
的
週
期
的
恐
慌
に
就
い
て
l

一
は
、
ア
ア

タ
リ
オ
ン
の
「
生
産
描
剰
に
閲
す
る
迦
期
的
恐
慌
L
J
」
共
仁
、
プ
日
ア
ン
ス
に
於
げ
る
恐
慌
論
の
二
大
双
壁
で
あ
る
3

彼
等
一
一
人
が
共
に
沼
慌
ど
問
題
三
し
℃
取
扱
か
な
が
ら
、
持
活
筑
崎
地
調
の
鵡
測
に
於

τ、
立
に
澗
集
的
生
服
hr有
つ

に
至
っ
た
ご
い
ふ
こ
さ
は
、
興
味
あ
る
こ
さ
、
い
ふ
ぺ
、
き
で
あ
る
。
在
は
以
下
順
夫
議
測
論
上
じ
於
け
る
彼
控
一
一
円
一
一

人
の
考
を
越
べ
且
ぞ
の
比
較
を
試
み
る
。
ぞ
の
恐
慌
論
に
つ
い
て
は
別
の
機
舎
を
ま
っ
。

一二、

7
7タ
リ
オ
ン
の
韻
測
誼

ア
ア
タ
リ
ノ
オ
ン
の
諜
測
論
は
、
大
韓
に
於
て

A
1グ
ア

1
r
・
ジ
ス
ア
ム
に
よ
る
。
此
む
ジ
ス
ア
ム
は
、
最
初

一
九
一
九
年
、
前
通
せ
る
経
済
統
計
雑
誌
第
一
審
第
一
競
及
第
二
強
中
に
詳
細
に
費
表
さ
れ
た
。
其
後
研
究
の
結

果
幾
度
か
修
正
は
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
大
瞳
ア
ア
タ
リ
'
オ
ン
の
誌
明
に
よ
る
さ
左
の
三
部
よ
り
成
る
。

，q
、
特
定
統
計
系
列
の
濯
定
茂
英
の
鹿
置
先
づ
研
究
調
査
目
的
に
従
ひ
特
定
の
統
計
系
列
を
選
定
す
る
。
其

の
期
間
は
一
九

O
三
年
よ
り
一
九
一
四
年
に
豆
り
‘
業
種
類
は
週
期
的
獲
動
を
な
す
物
債
、
生
産
、
有
債
謹
券
相

場
、
割
引
歩
合
等
で
あ
る
。
此
等
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
第
一
究
統
計
曲
謀
は
、
多
種
類
の
盛
動
を
結
合
せ
る
複
雑

Aftalion， 工.e probleme des pγ e'oisions 己品C凸∞‘O叩3
p， No. 3・1927)，Cours de statistiquh I9285Monnaie et industyie，I928， 
Lacombe. La p吋visionen luatiere de.L cris:es-économiques~ prefa.ce， 1926， etc. 
L~;~~~-; -I . ...'~bseLrvation et la prevision du mou'VE'Tnent des aぽ'aires.Paris. 1930， 
Lescure， Des cnses g白lérale~- et p釘iodiqu白川叩rproduction刷 Ireed. 1906. ze 
ed. 1910. 3" ed: 1923 (traducti叩叩田町内08)
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な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
長
期
的
饗
動
、
期
節
的
麓
動
、
偶
然
的
接
動
及
循
環
的
聾
勤
を
合
ん
で
ゐ
る
。
そ
二

で
一
専
ら
循
環
的
接
動
を
考
察
す
る
た
め
に
、
此
長
期
的
麗
勤
さ
期
節
的
料
提
動
さ
を
消
去
す
る
。
長
期
的
超
勤
傾
向

の
算
定
に
は
最
少
自
乗
訟
を
用
ひ
一
期
節
的
鍾
動
に
就
い
て
は

y
ン
ク
・
η
ノ
ラ
ア
イ
グ
・
メ

y
ツ
ド
を
用
ひ
る
。
偶

然
的
麗
動
に
劃
し
て
は
考
慮
し
な
い
じ

此
の
如
、
き
長
期
的
盤
勤
さ
期
節
的
援
勤
さ
の
算
定
に
よ
り
、
循
理
的
経
勤
も
間
接
に
算
定
さ
れ
る
c

次
に
各
系

列
比
較
の
た
め
、
各
系
列
の
標
準
偏
差
を
求
め
、
割
算
佐
行
ム
。
之
を
要
す
る
に
最
初
は
長
期
的
選
動
及
期
節
的

援
動
の
消
去
で
あ
り
、
第
二
に
標
準
偏
差
に
よ
る
割
算
で
め
る
。

問
、
広
閣
の
合
峨
刷
幡

前
池
せ
る
一
保
慨
に
よ
っ
℃
作
成
お
れ
允
約
一
一
十
聞
の
統
計
指
川
は
、
縮
局
A
、
日
、

C
な
る
三
佃
の
曲
線
さ
な
る
o
A
曲
線
は
投
機
線
で
あ

b
、
B
曲
線
は
商
況
線
で
あ
り
、

C
曲
線
は
貨
幣
線
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
A
曲
線
は
投
機
又
は
有
債
誼
券
市
場
曲
線
で
ゐ
り
、

B
曲
線
は
商
品
市
場
曲
線
で
め

h
、
C
曲

線
は
金
融
市
場
曲
線
即
割
引
率
曲
線
で
わ
る
。

ハ、

A
、
B
、

c一
-
一
曲
線
の
躍
起

A
、
B
、

c一
一
一
曲
線
が
決
定
さ
れ
た
さ
し
て
、
之
を
米
国
に
於
け
る
世
界

大
戦
前
後
の
若
干
年
聞
に
就
い
て
見
る
さ
、
此
等
三
曲
線
は
一
定
の
時
間
的
間
隔
を
以
て
躍
起
し
て
ゐ
る
。
大
韓

に
於
て
、
三
年
乃
至
四
年
に
一
日
一

h
上
昇
的
接
動
さ
下
降
的
盤
勤
さ
を
合
ん
で
ゐ
る
が
、
細
別
す
れ
ば
主
聞
に
於
て
、

不
景
気
候
復
、
好
景
気
、
金
融
逼
迫
、
恐
慌
な
る
五
つ
の
現
象
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。

何
れ
の
循
環
に
於
て
も
、
A
曲
線
が
先
づ
葺
き
、
つ
い
で
B
曲
娘
、
最
後
に
C
曲
線
が
動
く
。
郎
も
有
償
謹
券
市

場
曲
線
た
る
A
曲
線
は
、
商
品
市
場
曲
線
た
る
B
曲
線
が
向
上
昇
し
っ
、
あ
る
好
景
気
時
に
於
て
巳
に
下
降
し
始

フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
景
気
出
現
勤
時
時
測
論

第
三
十
二
巻

第
一
蹴

O 

O 

Aftalion， Les crises periodiques de surp:rc【luction.Paris. '913" 2 ，-01.. (Couro_ 
on岳p訂1"academiedes sciences morales et politiques : prix Wolowski) 
Aftalion， Le problelne des p品visionsecol!1omiques uux Etats_Unis， (Revue d'E 
P. 1927， p. 841 et剖1吋 Persons，Foster and Hettinger， The problem of busi 
ness forecasting， Boston and N. Y. 19z6.， 1王ardyand Cox.， Forecastin宮 b出回目録
conditions， N. Y. 1927; AItschul， Konj，mktmtheorieund Konjunkturstatistik 
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フ
ラ
ン
ス
に
於
げ
る
景
集
団
型
動
珠
測
論

第
三
十
二
巻

二
。
二

第

~JJt 

O 

め
る
。
即
ち
A
曲
隷
は
‘
な
ほ
好
景
気
で
あ
っ
て
商
工
業
の
活
動
が
活
漉
な
る
時
に
於
て
、
己
に
恐
慌
を
告
げ
る

も
の
で
あ
る
。
恐
慌
が
来
る
さ
B
曲
線
も
下
降
す
る
。
然
し
割
引
市
場
曲
線
た
る
C
曲
線
は
、
向
一
は
若
干
期
間
高

率
を
維
持
し
、
恐
慌
徒
数
ヶ
月
は
依
然
上
昇
を
績
げ
る
。
つ
い
で
C
曲
線
も
下
降
し
割
引
翠
は
下
る
。
不
景
気
の

格
b
に
は
、

A
、
B
、

c
曲
線
は
連
緬
惜
し
て
獲
化
す
る
が
、
其
方
向
は
必
や
し
も
同
一
で
な
い
。

三
曲
線
の
問
に
存
す
る
「
時
の
遅
れ
」
(
一
山
町
)
は
一
様
で
な
い
。
例
へ
ば
一
九

σ一
ニ
年
か
ら
一
九
一
四
年
迄
は
、

下
降
に
際
し
え
曲
線
に
潤
す
る
B
曲
摂
の
「
時
の
遅
れ
」
は
、
四
ヶ
月
乃
至
十
ヶ
月
の
聞
を
霊
化
し
た
。
一
ニ
H

間
続
相

互
の
閉
じ
加
℃
h

相
岡
係
数
の
最
大
山
ゐ
場
合
、
「
附
の
謀
れ
二
M

，
八
山
知
ド
到
し
て
お
曲
執
は
六
ク
月
乃
班
十

ヶ
月
、
B
曲
線
に
封
し
て
C
曲
続
は
四
ヶ
月
乃
至
六
ヶ
月
を
示
し
て
ゐ
る
。

A
l
グ
ア

1
r
・
シ
ス
ア
ム
に
於
て
、
主
要
な
る
諜
測
的
機
能
を
接
揮
す
る
も
の
は
A
曲
線
で
ゐ
る
。
商
品
市
場

の
恐
慌
及
葉
の
好
景
気
へ
の
復
踊
を
諜
見
せ
し
め
る
も
の
は
、
特
に
此
の
有
償
読
券
市
場
に
於
げ
る
鑓
勤
で
あ
る
。

然
し
三
曲
藻
は
互
に
前
後
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
の
一
つ
の
盛
動
は
他
の
二
つ
の
麗
勤
の
諜
測
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
却
も
商
況
線
た
る
B
曲
隷
の
下
向
は
、
金
融
市
場
曲
隷
た
る
C
曲
線
の
下
降
を
議
測
せ
し
め
る
ち
の
で
あ
り
、

C
曲
線
の
下
向
は
ま
た
、
更
に
新
な
る
曲
線
の
開
始
郎
ち
A
曲
線
の
上
昇
を
諜
測
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
更
じ

換
言
す
れ
ば
、
工
業
株
式
相
場
の
下
向
は
恐
慌
町
商
品
債
格
の
下
落
を
生
林
」
し
め
、
割
引
率
の
下
降
は
工
業
株
式

相
場
の
鼎
来
の
騰
貴
へ
の
出
費
を
諜
測
せ
し
め
る
。

か
く
の
如
く
説
明
し
た
る
後
、
最
後
に
ア
ア
タ

y
オ

y
は
、
勿
論
こ
の
研
究
が
最
後
の
解
決
を
費
し
た
も
の

記
ざ
い
ふ
の
で
は
な
い
。
強
測
の
問
題
は
い
つ
か
は
解
決
さ
る
〈
き
も
の
で
あ
る
さ
し
て
も
、
完
全
な
解
決
に
到

irrγA如Arc悶chiv臼町 S加o凹Z
"ac∞ombe. La p戸)r己U削v叫i凶s剖1旧IOn凹叩n】 e叩nma抗ti恰在釘伯r問ed白ec口叩n悶se出s己C∞O口叩ζo四回即lq中ue叫5，Pa町叩τ口山1むM此:5ヨι. 1926 j 汐見博
士、統計皐s和田佐一郎氏、円ーゥ・アー γパ，-;r"Cータ-rc就いて(J11崎教授還
暦疏賀記念鐙務事研究金融鰭);小林新氏、経世f~襲特!殊理論五二七頁以下(経
済摩全集第六巻)参照。
Co玄 andHardy， Foreca.sting business conditiom.， P. 47・によれば偶然的幾重方25) 



達
す
る
に
は
、
常
ほ
大
い
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
が
横
は
っ
て
ゐ
る
さ
結
ん
で
ゐ
る
。

回
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ル
の
穂
測
論

V
J
ス
キ
ュ
ー
w
y

の
景
気
持
盟
動
議
測
に
就
い
て
は
、
利
潤
及
び
註
文
統
計
を
重
要
視
し
て
ゐ
る
の
を
特
長
ざ
し
て

ゐ
る
。
こ
れ
は
彼
が
ん
1

日
の
経
済
組
織
を
有
機
的
に
分
析
し
て
得
た
る
結
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
さ
慣
格
ざ
を
結
合

せ
し
め
る
こ
ぎ
じ
よ
っ
て
彼
の
諜
測
論
の
特
性
が
成
立
し
て
ゐ
る
。

蓋
し
註
文
は
生
産
の
将
来
佐
一
ボ
す
最
も
尖
端
的
な
兆
候
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
こ
の
註
文
に

相
服
す
る
も
の
三
し
て
は
市
一
般
生
舟
航
般
を
ぷ
す
生
産
指
敢
な
乙
も
の
が
章
一
都
肌
芯
れ
て
ゐ
る
。
慨
し
駐
大
以

生
産
に
先
立
っ
て
経
済
界
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
生
産
は
、
註
文
仁
臆
じ
て
直
じ
増
減
は
し
な
い
。
寧
ろ

生
産
の
方
に
て
註
丈
の
不
規
則
を
一
躍
修
正
し
て
ゆ
く
閥
係
に
あ
る
。
従
っ
て
生
産
統
計
は
註
文
統
計
に
比
し
景

気
の
貰
際
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
に
か
く
、
此
の
意
味
に
於
て
註
文
統
計
は
、

V

ス
キ
ュ
ー
y
の
最
も

強
〈
主
張
す
る
f」

ζ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
例
ざ
し
て
彼
は
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
綿
工
業
の
接
表
す
る
註
文
統
計
を
翠

げ
て
ゐ
る
が
、
夏
に
ア
メ
ヲ
カ
鍋
鶴
ト
テ
J

ス
ト
の
愛
表
せ
る
如
、
き
毎
月
の
申
込
註
文
さ
未
引
渡
註
丈
残
高
三
よ
b

成
る
註
文
統
計
の
作
成
を
希
望
し
て
ゐ
る
。

利
潤
に
於
で
も
彼
の
見
る
三
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
之
を
以
て
近
代
経
掛
組
織
の
窮
極
追
及
物
で
あ
る
さ
し
、
之
に

よ
っ
て
景
気
の
航
態
を
観
測
し
得
る
も
の
で
あ
る
さ
し
て
ゐ
る
。
然
し
利
潤
の
費
表
は
多
く
は
一
年
一
回
又
は
二

回
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
之
さ
併
行
し
て
債
格
を
採
用
し
、
之
に
よ
っ
て
間
接
に
利
潤
追
及
の
範
園
の
可
能
性
を
観

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
景
集
鑓
動
橡
測
論

第
三
十
二
巻

O 

第
一
誠
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w-意
初
h

m
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R
の
最
叫

p

b
は
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は
白
り

あ
〈
町
線
陥
ー

に
し

m
曲

]

代

明
委
P
A
ω
・次

賢
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る
は
切
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は
m
F

け
へ
恥
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例
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に
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F
に
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n
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フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
景
気
幾
動
議
測
論

第
三
十
二
巻

第

f虎

二

O
四

二

O
四

測
す
ぺ
し
ご
説
い
て
ゐ
る
。
前
此
の
利
潤
統
計
は
決
し
て
特
定
の
企
業
の
利
潤
を
考
へ
て
ゐ
る
わ
け
で
な
く
、
唯

生
産
に
闘
す
る
一
定
部
門
に
於
り
る
企
業
利
潤
の
総
統
計
を
目
的
ざ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
々
の
企
業
の

秘
密
を
狙
す
も
の
で
な
い
ざ
い
ふ
?
』
さ
も
附
言
し
て
ゐ
る
。
賞
際
上
仁
於
て
は
、
米
固
に
於
け
る
舗
道
耽
盆
の
理

別
統
計
一
か
推
縛
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
蓋
し
此
種
統
計
に
於
て
は
、
所
謂
版
寅
慣
格
、
生
産
費
、
輸
透
量
に
就
い
て
興

味
あ
る
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
印
も
販
頁
債
格
は
運
賃
で
あ
り
、
ぞ
れ
は
賃
宰
表
に
よ
っ
て
一
定
し
て
居
り
、

利
益
は
生
産
費
の
低
下
又
は
輸
透
量
の
増
加
に
よ
っ
て
観
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

レ
岬
ハ
キ
ュ

1
Y
の
品
川
ん
抗
議
動
部
測
の
背
山
町
徴
来
の
統
計
的
槻
械
槻
を
否
定
し
わ
川
ば
か
り
了
な
く
、

某
の
有
機
的
因
果
的
分
析
に
於
て
も
、
景
気
撞
動
を
生
産
及
債
格
の
方
面
よ
り
見
る
も
の
さ
は
異
り
、

市
民
寸
る
仁
川

丈
に
重
酔
却
を
置
く
も
の
で
あ
る
。

利
潤
及
註

以
上
の
加
き
特
性
を
有
す
る
レ
ス
キ
ュ
ー
y
の
景
気
持
型
動
議
測
の
質
際
は
、
如
何
な
る
瞳
系
セ
有
す
る
か
。

彼
に
よ
れ
ば
、
「
経
済
生
活
は
有
機
樫
の
生
活
に
類
似
し
て
ゐ
る
。
即
ち
生
産
は
経
済
組
識
の
替
養
を
、
流
通

は
其
の
細
胞
へ
の
給
養
」
を
意
味
す
る
ο

故
に
観
測
も
、
生
産
流
通
を
ば
、
先
づ
全
開
的
に
高
所
よ
り
行
ふ
を
要

し
、
究
に
漸
衣
細
部
仁
、
却
も
生
産
流
通
の
各
檀
部
門
じ
及
ぶ
ぺ
き
で
あ
る
さ
し
、
従
っ
て
経
済
組
織
の
一
般
蹴
態

研
究
は
、
其
特
種
研
究
に
先
行
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ざ
さ
れ
て
ゐ
る
。
買
際
、
生
産
部
門
及
経
済
的
機
能
の
聞

に
於
け
る
連
帯
性
は
、
経
済
現
象
の
費
展
に
於
て
支
配
的
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
か
ら
、
一
企
業
の
状
態
を
諌
測
す

る
に
は
、
先
づ
其
企
業
の
周
固
一
一
般
を
知
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
三
は
嘗
然
で
あ
る
三
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
要
す
る
に
景
気
観
測
に
於
て
レ
ス
キ
ュ
ー
y
の
説
く
さ
こ
ろ
は
、
そ
の
一
般
的
援
勤
を
知
る
こ
ぜ
を
以
て
第

cksの合成曲線によって示されてゐるが、之に潤して D"posit.in N. Y. City 
を代用ナペしと主張しでゐる (Monnaieet indu"it:rie， p. 154) 
l.eSCl1re， Des crises general白叶 periodiqtlesde引IrproducUon，Paris-，_ 1923・Pr岳f
aC定. p. 7田 L'observationet prt':¥'ision du mouvei:ne-nt de& affaires. Paris， 1930， 
~.、.

Les-ctlre， L'observation et Ia prevision du mOUFcment dcs eJ..刊ai:res，p引 4
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一
千
」
し
、
そ
は
生
産
及
流
通
の
部
門
に
於
て
行
は
る
べ
〈
、
究
に
一
般
に
封
し
て
部
分
た
る
生
産
の
主
要
部
門
に

於
け
る
航
態
の
観
測
が
行
は
る
ぺ
し
さ
い
ふ
に
掃
す
る
。
詳
言
す
れ
ば
次
の
如
』
き
も
の
で
あ
る
。

A
、
豊
軍
の
-
般
鐘
動

(

a

)

、
生
産
景
気
の
一
般
状
態
の
観
測
は
、
一
般
生
産
指
数
に
よ
る
。
芸
作
成
方

法
は
物
債
指
数
に
準
十
る
U

一
般
生
産
指
数
の
作
成
は
、
勿
論
特
種
生
産
指
数
の
綜
合
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
突

に
此
等
特
種
生
産
指
数
を
比
較
す
る
。
若
し
生
産
上
種
々
の
部
門
の
襲
動
が
同
じ
闘
係
じ
於
て
存
し
、
且
つ
殆
ん

ど
同
じ
傾
向
に
於
て
楼
展
し
て
ゐ
る
時
は
、
一
其
の
傾
向
は
蓮
績
す
ぺ
く
、
之
に
反
し
て
若
し
一
産
業
に
不
振
の
兆

候
わ
る
時
は
、
産
業
の
連
帯
性
m
c
一一(一μ
目

立

与

2

2
仏
口
洋
江
町
出
よ
ち
し
て
極
力
某
の
波
及
惇
措
に
割
し
警
戒
を
要
す

る
も
の
診
と
す
る
。
蓋
し
産
業
に
於
吃
は
、
ワ
町
二
プ
ス
(
巧
巳
門
戸
山
)
が
業
均
衡
陣
十
議
三
共
に
説
明
せ
る
畑
く
、
生
産

物
市
場
ぜ
勢
働
市
場
ぎ
は
連
帯
性
を
有
す
る
も
の
で
ゐ
h
、
詳
言
す
れ
ば
、
一
産
業
に
よ
っ
て
支
梯
は
る
、
勢
働

は
其
他
諸
産
業
の
生
産
物
を
臨
一
貫
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
産
業
に
於
け
る
恐
慌
は
、
夫
々
異
れ
る
程
度
仁
於

て
で
は
あ
る
が
他
の
産
業
に
影
響
し
、
一
産
業
に
輿
へ
も
れ
た
打
撃
が
大
で
あ
れ
ば
ゐ
る
程
、
他
の
産
業
に
劃
す

る
其
影
響
も
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
更
に
は
産
業
に
於
け
る
一
般
航
躍
な
る
も
の
は
、
業
特
種
部
門
の
鐙

化
仁
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、
部
分
的
恐
慌
は
産
業
の
蓮
帯
性
に
よ
っ
て
一
般
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

一
般
生
産
指
数
の
傾
向
は
ま
た
失
業
指
数
に
よ
っ
て
も
判
断
さ
れ
る
。
尤
も
失
業
統
計
は
各
国
に
よ
っ
て
異
る
。

米
国
聯
邦
準
備
局
は
失
業
統
計
に
劃
し
就
業
統
計
を
費
表
し
て
ゐ
る
。

(
b
)
、
清
遁
生
産
物
は
園
内
及
園
外
に
於
て
消
費
さ
れ
る
に
先
立
ち
流
通
過
程
に
入
る
。
疏
通
は
生
産
の
反

フ
ラ
ン

Z

に
於
け
る
長
一
弟
愛
動
譲
測
論

第
三
十
二
巻

第
一
競

ニ
O
五

ニ
O
五

Julin， Precis du COllTS de statistigue， 192;::， p. 245 
Lescure， op. cit. P・4.
Lescure， L' observation et la prevision d 1.1 mouvement -des a官"aires，p. 5，; 
I)es crises generales et p釘indiquesde問中γoduction，preface， p. VII. 
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フ
ラ
シ
見
に
於
け
る
景
気
費
動
環
測
論

第
三
十
ニ
巻

二
O
六

第
一
披

二

O
六

面
で
あ
り
、
両
者
は
互
じ
影
響
す
る
。
劃
内
及
封
外
関
係
仁
於
U
る
涜
遁
航
態
は
左
の
要
素
仁
よ
る
。

イ
・
、
圏
内
涜
逼

囲
内
流
通
は
鵠
道
轍
送
量
、
手
形
割
引
額
に
よ
っ
て
提
へ
る
。
印
も
前
者
は
一
般
に
は
舗
道
轍

進
統
計
及
積
載
車
輔
統
計
、
後
者
は
銀
行
及
財
政
嘗
局
の
費
表
す
る
週
期
的
報
告
及
印
紙
牧
入
統
計
に
よ
る
。

口
、
外
国
貿
易

外
国
貿
易
は
出
入
舶
舶
及
輪
出
入
統
計
に
よ
る
。

園
内
取
引
及
轍
入
状
態
を
示
す
流
通
暁
統
計
に
よ
る
。

以
上
生
産
及
流
通
を
組
括
せ
る
統
計
又
は
之
よ
り
求
め
た
る
指
数
来
は
グ
ラ
ブ
を
作
成
す
る
時
、
景
気
の
・
一
般

八
、
組
指
艶

的
盤
動
の
結
果
が
観
測
さ
れ
る
。
沓
展
過
程
仁
於
け
る
均
衡
の
破
れ
る
の
は
、
か
〈
の
如
き
複
雑
な
る
要
素
か
ら

成
る
金
瞳
じ
於
て
は
、
あ
る
要
素
の
動
揺
又
は
破
綻
か
ら
来
る
Q

郎
も
債
格
、
利
子
、
生
産
、
信
用
の
過
度
は
、

註
丈
或
は
生
産
又
は
疏
通
等
の
正
常
的
費
展
を
害
す
る
現
象
を
誘
援
す
る
。

B
、
主
要
生
産
部
門
蹴
陸
上
越
せ
る
如
く
、
景
気
の
一
般
的
接
勤
の
研
究
は
、
主
要
生
産
部
門
の
航
態
に
重

要
の
開
係
を
有
つ
。
従
っ
て
各
生
産
部
門
に
つ
い
て
、
販
貰
債
格
、
生
産
費
、
利
潤
、
註
丈
、
在
庫
品
、
生
産
等

に
蘭
す
る
合
理
的
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
此
種
の
研
究
に
於
て
問
題
さ
な
る
の
は
、
業
の
研
究
が
園
別
に
よ
っ
て

な
さ
る
ぺ
き
か
、
又
は
生
産
部
門
別
に
よ
っ
て
な
さ
る
J

へ
き
か
さ
い
ふ
こ
さ
で
あ
る
が
、
此
結
は
該
生
産
物
の
市

一
般
に
云
へ
ば
今
日
は
、
市
場
は
圃
際
化
の
傾
向

場
が
園
際
的
な
り
や
否
ゃ
に
よ
り
て
決
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

仁
ゐ
る
さ
云
へ
る
。

之
を
要
す
る
に
レ
ス
キ
ュ
ー
y
の
景
気
諜
測
な
る
も
の
を
綜
合
す
る
ご
、
究
の
諸
黙
に
踊
す
る
。



一
、
経
糖
生
活
の
複
雑
性
を
合
h
u

範
固
に
於
て
、

で
き
る
だ
け
少
数
に
し
て
し
か
も
遁
営
に
選
課
さ
れ
た
統
計

を
集
め
る
こ
ぜ
。

二
、
統
計
は
最
も
内
容
に
宮
み
且
つ
示
唆
的
な
1

む
の
を
蓮
判
官
す
る
こ
ご
。

コ
一
、
斯
く
の
如
き
統
計
数
字
を
ば
、
毎
月
又
は
毎
週
に
つ
い
て
之
を
集
め
、
之
を
縦
坐
標
に
、
時
系
列
を
横
坐

標
に
さ
る
形
式
に
よ
っ
て
統
計
表
を
作
成
す
る
こ
さ
。

四
、
以
上
の
材
料
仁
よ
っ
て
景
気
の
費
展
及
勝
燕
に
判
断
を
輿
へ
る
す
}
叩
」
O

備
は
前
越
せ
る
通
、
り
、
此
等
の
方
法
は
刺
潤
及
註
文
の
ニ
一
冗
を
有
力
な
根
醸
ぎ
し
て
考
察
さ
れ
る
。

結
局
、
彼
の
考
は
、
ァ
ア
タ
リ
オ

y
が
大
躍
に
於
て
認
め
る

A
1グ
ア

l
r
-
u
v
ス
ア
ム
て
は
具
h
、
経
済
の
買

相
か
ら
求
め
た
統
計
系
列
が
-
ば
、
其
鰹
棋
組
織
及
機
能
の
み
」
間
同
的
有
機
的
回
果
闘
係
的
に
サ
描
い
て
考
察
し
、
素
材

的
統
計
系
列
よ
り
直
接
仁
、
景
気
麓
動
の
観
測
及
諜
測
を
行
は
ん
て
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
、
雨
龍
測
論
の
比
較

以
土
在
は
、
ア
ア
タ
リ
J

オ
ン
及
レ
ス
キ
ュ
ー
y
の
雨
者
に
就
い
て
、
彼
等
の
所
謂
景
気
盤
動
議
測
論
を
説
明
し

た
。
し
か
し
元
来
こ
の
ニ
つ
の
傾
向
は
、
車
に
彼
等
二
人
の
聞
に
於
て
の
み
見
出
さ
れ
る
傾
向
で
は
な
い
。
そ
は

景
気
盤
動
議
測
の
立
場
に
於
て
己
に
従
来
よ

b
存
在
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
特
に
最
近
に
於
て
明
瞭
な
る
委

を
さ
り
苦
立
的
な
開
係
じ
於
て
示
さ
れ
る
じ
至
っ
た
も
の
ご
解
せ
ら
れ
る
。
今
此
等
雨
時
期
測
論
を
比
較
せ
ん
て
す

る
に
営
り
、
其
重
要
性
よ
り
見
て
、
問
題
を
主
さ
し
て
択
の
ニ
鮎
に
限
る
。
主
第
一
は
彼
等
の
景
気
麗
動
観
で
あ

り
、
業
第
二
は
彼
等
の
景
気
麓
動
諜
測
方
法
で
あ
る
。
其
他
の
結
に
つ
い
て
は
別
の
機
舎
に
ゆ
づ
る
。

フ
ラ

Y

ス
に
於
け
る
景
朱
費
動
操
測
論

第
三
十
二
港

O 
t 

第
一
蹴

ニ
O
七
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7

ラ

Y

ス
に
於
け
る
景
気
獲
動
綾
測
論

第
三
十
二
巻

O 
i¥ 

第
一
務

O 
/九

第
一
に
、
彼
等
が
景
気
持
獲
動
を
如
何
に
観
た
か
さ
い
ふ
観
酷
か
ら
す
れ
ば
、
ア
プ
タ

y
オ
ン
に
よ
っ
て
支
持
さ

れ
る

A
I
グ
ア

l
v
・
シ
ス
ア
ム
は
部
分
的
で
あ
り
律
動
的
で
ゐ
り
機
械
的
で
あ
る
に
劃
し
、
レ
ス
キ
ュ
ー
y
の
考

方
は
全
瞳
的
で
あ
り
因
果
的
で
あ
り
有
機
的
で
あ
る
。

此
前
者
の
麗
動
観
は
、
凡
そ
過
去
に
於
て
存
在
せ
る
景
気
麗
動
の
経
過
及
順
序
は
、
大
臨
近
き
牌
来
に
於
て
ち

安
営
す
る
之
い
ふ
限
定
に
立
ら
、
駐
合
的
駆
済
的
活
動
の
定
型
に
依
る
律
動
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

相
互
の
嗣
係
は
全
然
機
械
的
で
め
っ
て
因
果
的
で
は
な
い
。
尤
も
等
し
く
機
械
的
枠
動
的
な
見
方
を
ご
る
中
じ
於

て
ら
、
バ
プ
ス
ン

(
}
w
u
t
s
と
に
よ
ゐ
方
法
の
如
一
さ
は
つ
動
さ
反
動
中
」
は
相
等
し
い
」
ご
い
ふ
物
理
俗
的
僻
氾
に
上

る
ら
の
で
あ
る
が
、

A
I
Jワ
ア

l
r
・
ジ
ス
-
プ
ム
は
之
三
異
り
、
景
気
麗
動
過
程
の
定
型
に
よ
る
律
動
化
で
あ
る
。

此
見
方
に
於
て
は
、
定
型
相
互
の
聞
に
因
果
関
係
を
認
め
守
、
律
動
ぞ
の
も
の
じ
規
則
的
反
覆
性
が
あ
る
吉
見
る
も

の
で
あ
り
.
換
言
す
れ
ば
、
業
の
統
計
系
列
の
選
捧
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
麗
擁
現
象
聞
に
は
、
一
定
の
継
起
的

関
係
が
あ
る
さ
な
さ
れ
る
も
の
で
ゐ
る
。

ア
フ
タ

y
オ
ン
は
此
知
を
突
の
如
く
云
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
「

A
1ゲ
ア

l
γ
・
シ
ス
-
プ
ム
に
よ
る
三
曲
線
の
継

起
仁
闘
し
て
は
、
そ
は
一
の
観
察
事
賞
ぎ
し
て
、
ま
た
経
験
の
事
費
ざ
し
て
費
表
さ
れ
た
も
の
で
あ

h
、
勿
論
経

済
循
環
の
理
論
さ
結
合
せ
ん
ざ
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
有
債
謹
券
市
場
、
商
品
市
場
、
及
貨
幣
市
場
に

於
け
る
楯
環
的
盛
動
の
聞
に
存
在
す
る
悶
果
的
関
係
を
決
定
せ
ん
ざ
す
る
も
の
で
も
な
い
。
郎
ち
第
一
の
運
動
が

第
二
の
謹
動
を
支
配
し
、
第
二
の
撞
動
が
第
三
の
接
動
を
支
配
す
る
マ
」
い
ふ
や
う
な
こ
さ
は
な
い
。
三
曲
線
躍
起
が

輿
ふ
る
聾
測
は
、
全
く
経
験
的
特
性
に
依
る
叫
此
の
躍
起
を
決
定
す
る
原
因
が
正
確
な
知
識
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
て
、
唯
過
去
に
於
て
存
在
し
た
や
う
に
持
来
に
於
て
も
亦
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
さ
い
ふ
般
定
の
下
仁
立
つ

Wage田明n，Konjunkturlehre， Berlin， 1928. S. 108" 
IIa;吐yand Cox，ーForeca::;.ting:Business Cunditiomi， "N. Y. 19z7， pp. 14-21. 
Aftalion， l¥fonnaie et indust口e，Paris， 1929 pp. :LJ.2:--143， 



て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
原
因
を
知
る
こ
さ
に
よ
っ
て
の
聾
測
で
は
な
く
、
今
日
ま
で
あ
っ
た
費
動
に
よ
っ
て
起
る

べ
き
盤
動
を
知
ら
ん
ざ
す
る
議
測
で
あ
る
」
ご
。

之
に
反
し
、
後
者
印
も
レ
ス
キ
ュ
ー
y
の
景
気
持
捜
動
観
は
、
有
機
的
因
果
的
見
方
に
立
つ
。
即
も
彼
の
考
に
よ
れ

ば
、
経
済
現
象
は
夫
々
癌
酪
的
機
構
さ
有
機
的
に
結
合
す
る
も
の
で
あ
一
る
か
ら
、
主
盤
動
も
亦
機
械
的
に
、
従
つ
て

は
ま
た
律
動
的
に
見
る
J

へ
き
で
な
い
。
特
定
時
に
於
け
る
景
気
朕
態
の
判
断
は
、
其
時
に
於
り
る
宜
(
粧
済
組
織
白

機
能
を
理
解
し
、
其
機
能
の
中
心
を
把
握
す
る
こ
ざ
に
よ
っ
て
理
解
ち
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
て
い
ふ
に
ゐ
る
。

叩
川

彼
は
景
気
の
律
動
的
機
械
的
見
方
を
清
算
し
て
衣
の
如
(
遮
ぺ
て
ゐ
る
。
第
一
仁
被
は
一
エ
ふ
。
「
景
気
不
景
気

の
交
代
は
戦
後
仁
於
り
る
最
初
の
部
慌
の
起
っ
た
年
即
一
九
二

O
年
以
後
存
在
し
な
い
。
然
も
'
」
の
こ
ぢ
は
、
比

械
的
早
〈
金
本
位
制
服
に
従
服
し
た
闘
に
於
で
も
同
様
で
め
る
し
ご
心
知
二
一
じ
彼
叶
M
4
珂
ふ
ο

「
頼
関
楯
環
の
質
相
は

例
へ
ば
一
入
五
七
年
|
一
八
七
三
年
又
は
一
八
九
六
年

l
一
九
一
四
年
の
如
、
き
長
期
的
好
景
気
の
時
期
芝
、
一
八

七
三
年

l
一
八
九
大
年
の
如
き
長
期
的
不
景
気
の
時
期
さ
で
は
同
様
で
な
い
。
此
貼
に
閲
す
る
研
究
に
よ
れ
ば
、

長
期
的
好
景
気
の
場
合
は
、
循
環
は
顕
著
に
且
つ
大
き
く
、
長
期
的
不
景
気
の
場
合
は
之
は
比
較
的
烈
し
〈
な
い
。

:
:
各
循
環
は
各
々
固
有
の
形
態
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
ん
さ
ひ
循
環
相

E
の
問
仁
類
似
は
あ
っ
て
も
同
一
性

は
な
い
。
:
:
・
そ
こ
で
長
期
的
好
景
気
時
代
の
循
環
さ
、
長
期
的
不
景
気
時
代
の
循
理
守
」
を
匿
別
せ
ね
ば
な
ち
な

い
。
:
:
:
最
近
の
畢
設
が
主
張
し
て
ゐ
る
が
如
き
、
統
計
修
正
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
循
環
を
同
一
一
服
す
る
こ
さ
は

之
を
や
め
て
、
上
昇
時
代
た
る
一
八
五
七
年
l
一
入
七
三
年
及
び
一
八
九
六
年
l
一
九
一
四
年
を
ば
.
下
降
時
代

た
る
一
八
七
三
年

l
一
八
九
六
年
さ
直
別
す
ぺ
き
で
ゐ
る
。
此
等
の
二
つ
の
期
間
に
於
け
る
著
し
い
相
違
ぜ
い
ふ

一
言
に
し
て
云
へ
ば
.
長
期
的
不
景
気
時
代
に
於
て
は
好
景
気
の
時
期
短
〈
、
之
に
反
し
長
期
的
好
景
気

の
は
、

7
ラ

y
ス
に
於
け
る
景
来
賓
動
臨
時
測
論

第
三
十
二
巻
蜘
「
二

O
丸

二
0
・丸

第

毅
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ア
ラ
v
t
z

に
於
げ
る
景
気
獲
動
橡
測
論

第
三
十
三
巻

O 

第
一
一
探

O 

時
代
じ
於
で
は
不
景
気
の
時
期
は
短
い
ざ
い
ふ
ニ
さ
に
蹄
す
る
」
さ
。

以
上
越
ぺ
た
黙
で
極
め
て
明
瞭
な
や
う
じ
、
第
一
は
少
く
も
景
気
の
律
動
的
見
方
へ
の
否
定
で
あ
り
、
第
二
は

機
械
的
見
方
へ
の
否
定
で
ゐ
る
。
彼
は
克
仁
、
積
極
的
じ
艇
梼
的
循
環
を
ば
有
機
的
問
果
的
に
理
解
せ
ん
さ
試
み
、

組
梼
的
機
構
を
ば
利
潤
及
註
丈
を
中
心
J

心
し
て
把
握
せ
ん
ざ
す
る
考
じ
ま
で
進
ん
で
ゐ
る
。
彼
は
卒
直
に
一
五
ふ
、

「
艦
梼
界
仁
於
て
麗
動
を
生
や
し
め
る
も
の
は
利
潤
で
あ
り
、
生
産
の
購
来
を
確
保
し
企
業
の
繁
柴
を
強
知
せ
し

め
ゐ
ら
の
は
註
文
で
あ
る
。
:
塞
に
利
潤
J

」
註
文
さ
は
、
費
展
し
ゅ
く
世
曾
の
二
つ
の
動
力
で
あ
り
、
動
態
的
じ

組
掛
を
研
究
す
る
仁
必
要
位
一
一
つ
の
捕
で
あ
る
。
献
肌
憐
備
暁
一
か
最
早
珠
洲
な
認
め
な
い
時
代
に
仙
川
亡
も
、
主
化

長
期
並
に
短
期
の
諌
測
を
問
題
ざ
す
る
時
仁
於
て
も
、
統
計
的
観
察
は
、
こ
の
一
一
一
つ
を
中
心
ざ
す
る
も
の
で
あ

る
」
ざ
断
じ
、
「
我
々
の
採
用
せ
ん
ざ
す
る
方
法
は
複
式
要
素
よ
り
成
り
、
業
蓮
用
は
デ
リ
ノ
ケ

1
ト
で
あ
る
が
、
主
(

の
結
果
は
確
買
で
あ
る
。
そ
し
て
根
本
に
は
仕
事
が
あ
る
か
ど
う
か
?
ま
た
主
仕
事
に
は
利
潤
が
あ
る
か
ざ
う

か
P
ざ
い
ふ
こ
さ
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
」
さ
述
べ
て
ゐ
る
。

次
に
雨
者
の
認
め
る
謙
測
方
法
に
つ
い
て
見
る
さ
、
此
勤
に
於
け
る
雨
者
の
差
は
、
要
す
る
仁
前
越
せ
る
景
気

盛
動
観
に
於
げ
る
相
蓮
の
延
長
で
あ
る
。

ま
づ
ア
ブ
タ

y
才
シ
の
考
却
も

A
1
グ
ア

l
ド
・
ジ
ス
-
プ
ム
に
よ
れ
ば
、
葉
景
気
盛
動
の
見
方
が
機
械
的
律
動
的

で
ゐ
る
こ
さ
は
、
必
然
的
に
珠
測
方
法
に
於
て
統
計
開
祈
法
の
適
用
を
高
度
な
ら
し
め
る
。
卸
も
敷
種
の
統
計
系

列
よ
り
得
た
る
合
成
曲
線
に
は
、
(
一
)
偶
然
的
不
規
則
的
盤
動
、
(
二
)
期
節
的
援
勤
、
会
苧
長
期
的
盤
動
及
び

(
四
)
循
環
的
麗
動
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
合
成
曲
隷
に
よ
っ
て
直
に
濠
測
を
進
め
る
こ
さ
は
で
き
な
い
。

従
っ
て
合
成
曲
線
が
求
め
ら
れ
る
ま
で
に
己
に
多
く
の
修
正
が
加
へ
ら
れ
て
は
ゐ
る
に
も
拘
ら
守
、
夏
じ
鷺
測
目

37) Lescure， op. cit. P. 3; Des cris田 gen岳日leset peTiodiques de 出 τproduction，
p.斗64.

38) Lesc口叩11町lre町， L'、obse町rvat
39) か〈白主知日聖考へは景集循王環糞に於vい、て所謂草利lJ潤訊試;として存在1し〆 Le出!:iC山u町re鳥， Vεめ副blell仏. 
を中心とナるものである。



的
に
合
す
る
程
度
に
特
定
の
麓
動
を
消
去
す
る
こ
芭
が
必
要
さ
な
る
。

凡
ぞ
循
環
に
は
グ

I
Y
ノ

1
(向
。

=
E
C
C
が
己
に
謹
ぺ
た
通
り
、
一
二
つ
の
型
が
あ
げ
ら
れ
得
る
。
第
一
は
車
に

漠
然
光
る
一
般
的
律
動
的
麗
化
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
別
に
一
定
せ
る
時
間
的
間
隔
を
有
っ
こ
さ
な
く
し
て
回

師
し
来
る
麗
化
で
あ
り
、
第
二
は
循
環
的
麓
動
さ
偶
然
的
聾
動
ぜ
が
結
合
せ
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
原
曲
綿
よ
ち

長
期
的
盤
動
さ
期
節
的
麗
動
ぜ
を
除
却
せ
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
は
一
定
の
週
期
マ
」
拡
幅
さ
位
相
ご
を
有
す
る
も

の
卸
も
完
全
に
長
期
的
麓
動
、
期
節
的
艶
動
1

及
偶
然
的
麓
動
を
除
却
せ
る
も
の
で
あ
札
。

こ
の
中

A
1
グ
ア

l
ド
の
型
は
、
第
二
型
じ
属
す
る
。
こ
の
統
計
開
析
法
を
第
二
型
に
止
め
て
、
よ
h
J
厳
密
な

る
方
法
の
調
象
た
る
第
三
型
に
及
ば
な
か
っ
た
ぜ
い
ふ
こ
三
は
、
注
目
す
る
の
要
が
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
第
二
型

山
総
そ
め
も
の
に
は
市
川
明
熱
的
判
明
勘
が
合
ま
れ
て
居
る
か
、
此
の
桐
熱
的
措
動

u附
却
1

)

江
く
て
も
吋
荊
附
上
撤
測

の
目
的
を
達
し
得
る
も
の
守
」
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
じ
し
で
も
、
か
く
の
如
き
型
へ
の
成

形
は
、
さ
に
か
く
少
く
も
、
期
節
的
襲
動
三
長
期
的
麗
動
さ
の
消
去
に
よ
る
原
型
へ
の
修
正
を
持
来
し
、
之
を
歪

め
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
議
測
の
殻
呆
の
不
十
分
な
る
現
情
さ
考
へ
併
せ
て
、
憾
に
こ
の
方
法
の
難
賠

で
は
な
い
か
ぜ
考
へ
ら
れ
る
。
此
結
べ

1
タ

1
2
n
g
)
が
、
従
来
あ
ま
り
に
景
気
盛
動
諜
測
に
於
げ
る
統
計
方

法
の
慣
値
を
重
大
規
し
て
ゐ
た
こ
さ
、
ま
た
統
計
的
方
法
に
よ
る
説
明
は
そ
れ
が
代
敷
式
に
よ
ら
ラ
ザ
」
グ
ラ
フ
に

よ
ら
う
さ
、
要
す
る
に
敷
準
的
補
助
手
段
に
よ
る
量
的
閥
係
を
一
不
す
軍
な
る
事
賓
の
記
載
以
外
の
何
物
で
も
な
い

さ
過
ぺ
て
ゐ
る
こ
さ
仏
、
ま
こ
さ
に
三
省
に
値
す
る
。

時
間
的
艦
起
の
問
題
に
就
て
も
、
貫
際
の
結
果
は
、

A
、
B
、
C
三
曲
綿
の
盤
動
闘
係
、
就
中
A
、

c聞
の
盤

勤
関
係
か
必
然
的
躍
起
開
係
を
示
し
て
ゐ
な
い
ざ
い
ふ
こ
之
は
、
繕
起
関
係
よ
り
見
た
る
諸
現
象
へ
の
分
析
が
不

7
ラ

y
z
に
於
け
る
景
集
麹
動
捕
時
測
論

第
三
十
二
審

第
一
一
旗

Moore， Generating economic cycIes， 1929， pp. 2-:;・A
Peter， Grenzen der Statl'itik in der Kondllnkturfol's~hungBorm， 1930， s. 71. 
とれと同様の考へは Day，The r尚剖6剖le0ぱfs剖In叫叫t“ist叫t悶 inb凶u凶s叫in町E臼s田sf，ゐ01'悶ec阻as吋tin昭g.(σJμO叩u
nal of Ame町ri比c叩 s叫ta叫ti】s坑ti叫ca叫1a叫S5叩ocia叫ti叩O叩n町， 1川92:必8，No. ][61)中にも晃る ζ とができ
る。街ほ財部博士，の統計拾穂抄(経部論議三 1・一巻一四八頁)参照



第
三
十
二
巻
二
一
一
一

十
分
で
あ
っ
て
、
徒
に
部
分
的
機
械
的
律
動
的
見
方
に
よ
っ
た
、
め
で
あ
る
。

突
に
レ
ス
キ
ュ
ー
u
y

の
考
も
亦
、
彼
の
景
気
持
型
動
観
じ
由
来
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
要
す
る
さ
こ
ろ
は
彼
の
金

曜
的
有
機
的
囚
果
的
見
解
の
所
産
で
あ
る
。

伎
の
考
に
よ
れ
ば
、
環
測
は
経
漕
生
活
の
複
雑
性
を
合
む
範
園
仁
一
於
げ
る
貰
敷
的
統
計
よ
り
判
断
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
機
械
的
律
勤
的
な
る
前
者
に
封
し
て
方
法
論
上
彼
の
第
一
に
あ
げ
た
る
批
難
は
、
指
数
過

重
に
潤
す
る
拙
一
で
あ
ふ
u

伎
は
買
数
は
指
数
よ
り
も
反
っ
て
内
容
的
で
あ
り
、
示
唆
的
で
あ
る
三
百
ひ
、
更
に
韻

い
て
云
ふ
。
勿
論
指
数
は
特
種
な
る
も
の
ル
二
般
化
し
、
観
察
を
綜
合
す
る
こ
さ
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
然

し
貫
教
は
指
教
化
さ
れ
る
ざ
共
に
具
耀
性
を
失
ふ
。
指
数
は
、
物
債
の
騰
貴
、
生
産
の
増
減
等
の
如
、
き
も
の
仁
つ

い
w

て
、
一
般
的
観
念
を
典
ふ
る
に
は
便
利
で
あ
る
が
、
場
合
仁
よ
り
、
例
へ
ば
一
因
の
輸
出
入
等
に
就
い
て
は
、

寧
ろ
貫
教
の
内
容
的
な
の
の
蹴
で
な
い
。
印
貫
教
の
場
合
に
於
て
は
、
園
際
聞
の
比
較
の
却
き
直
に
之
を
な
し
得

る
け
れ
ど
も
、
指
数
の
場
合
に
於
て
は
不
可
能
で
あ
る
さ
。

第
二
は
指
数
に
劃
す
る
修
正
又
は
加
重
に
封
す
る
批
難
で
あ
る
。
蓋
し
、
(
イ
)
に
は
指
数
は
之
に
修
正
を
加
へ

れ
ば
加
へ
る
は
ど
、
ま
た
「
ク
エ
イ
ト
」
を
附
す
れ
ば
附
す
る
程
、
貫
在
よ
り
遠
か
る
か
ら
で
ゐ
る
。
(
ロ
)
じ
は
、

景
気
観
測
の
目
的
は
景
気
持
斑
動
そ
の
も
の
を
知
る
に
あ
り
、
ま
た
そ
の
諜
測
も
敷
皐
的
精
確
さ
じ
よ
る
頭
測
の
如

き
も
の
は
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
寧
ろ
賓
敢
に
よ
る
素
朴
な
る
判
蹴
酬
を
ぽ
通
嘗
な
b
ぎ
す
る
か
ら
で
あ
る
。

更
に
(

A

)

に
は
加
重
及
修
正
は
之
を
利
用
す
る
も
の
に
さ
り
、
資
料
の
批
判
及
説
明
を
困
難
な
ら
し
め
る
。
郎
も

一
度
指
数
に
し
て
修
正
さ
れ
る
さ
何
時
ま
で
も
其
方
法
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
も
し
ま
た
そ
の
方
法
に

フ
ラ

y
z
に
於
け
る
景
気
獲
勤
漁
測
論

第
一
務

一一
一

Mitchell， Business cycles， the problem and its回eLling. トJ.可[. 1930 • P・281.
L~scure， L'observation et la ，P日visiondu mouvement des a，仇ires，p. 6. 



し
て
誇
張
さ
れ
る
が
如
、
き
場
合
じ
於
て
は
、
盆
よ
正
確
性
を
験
く
こ
さ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
d

要
す
る
に
レ
ス
キ
ュ
ー

y
の
考
は
、
貫
教
の
隼
重
で
あ
る
。
賓
敷
は
現
象
の
自
然
の
委
で
あ
ら
、
買
教
は
現
象

を
事
し
、
盤
動
を
如
買
じ
示
す
も
の
で
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

六
、
結

一冨

以
上
.
プ
ラ
ン
ス
ド
於
け
る
景
気
強
動
論
に
つ
い
て
、
就
中
最
近
の
プ
ラ
ン
ス
ド
於
け
る
景
気
捷
動
論
の
二
つ

ω傾
向
に
つ
い
て
遁
ぺ
花
。

今
や
最
筑
盤
勤
の
観
測
乃
至
除
測
じ
つ
い
て
、
か
く
の
如
き
傾
向
は
、
一
宵
に
ア
}
ア
ソ
ス
に
於
亡
の
み
で
な
く
、

漏
逸
其
他
に
於
て
も
同
棋
で
あ
る
。
ニ
れ
は
車
J

卜
切
る
理
論
的
方
面
か
ら
の
影
響
の
み
で
な
く
、
各
岡
仁
於
り
る
部

分
的
機
械
的
律
動
的
景
気
盛
動
観
じ
依
る
諜
測
の
行
詰
が
、
究
第
に
を
惜
的
因
果
的
有
機
的
景
気
麗
動
観
へ
の
援

展
を
強
め
来
つ
允
結
果
で
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
る
。
賓
際
ま
花
形
式
的
費
動
観
の
行
詰
打
開
は
、
結
局
問
題
の
遣
直

し
即
も
経
済
現
象
よ
り
第
一
夫
的
に
求
め
た
素
材
的
統
計
に
本
づ
く
全
間
的
有
機
的
因
果
的
見
方
に
よ
る
理
論
的

解
決
よ
り
外
じ
手
段
は
な
い
。
勝
家
の
景
気
持
強
動
観
測
の
研
究
は
、
此
の
方
面
へ
の
考
慮
を
必
要
ざ
す
る
。

尤
も
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
ア
タ

9
ヨ
シ
郎
も

A
1
ゲ
ア
1
ド
・
シ
ス
ア
ム
の
如
き
景
気
麗
動
観
を
み
一
然
排
撃
す

る
も
の
で
は
な
い
。
ぞ
れ
は
唯
、
現
在
の
版
態
仁
於
て
は
諜
測
機
能
を
果
す
に
不
十
分
で
あ
る
ご
い
ふ
に
過
ぎ
な

い
。
を
の
方
法
の
よ
ち
更
じ
高
度
な
る
費
展
に
於
て
、
業
諜
測
上
の
可
能
性
が
議
測
さ
れ
る
二
さ
は
勿
論
で
あ

る。

7
-
7
y

ス
に
於
け
る
景
気
勢
勤
務
測
論

第
三
十
二
拳

一
一ー一

ー一
一

第

軍主

併し Lescureとjffiども勿論必要なる慨正又加重は排斥するものではない。44) 


